外来・通所チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	
	
	


平成27年1月29日（木）　　　　　司会：三浦　綾　　記録：櫻田　靖子
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	川井
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	會津
	小屋敷
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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・日誌の感染情報に氏名を入力する欄を追加。

・水道光熱費の利用量がWIZの掲示板に掲示されている。各自確認すること。

・看護グループ内研修のお知らせ　

日時：1月28日(水)・29日　17：15～17：45　場所：病院2階会議室　
テーマ：治験の説明会　講師：佐々木AOM　対象：看護・介護スタッフ
＜利用者情報＞

・松川　順子　様～本人より電話連絡がある。咳症状が持続しているとのことで､本日も大事を取って欠席していただいている。他に身体症状もなく､生活上で困っていることはないと話している。症状が出てから1週間経過し、発熱がないことから、明日からは来所して良いことを伝えていく。

・坂本　福子　様～下痢をして、具合が悪いと欠席している。来週は来ますと話している。体調が悪くて、欠席する時には連絡して頂きたいことを伝えている。来週も欠席した場合、次回外来受診時2/9に面談をする予定。

・東海林　康之様～就労継続支援B型｢ラボーロ｣利用の為､サービス申請方法について本人へ説明。上記について八戸市役所障害福祉課担当者へも情報提供を実施。1/30（金）午前､手続きの為､本人が市役所へ行く予定としている。｢分かった､行って手続きしてきます｣｢これを持っていけばいいんですね｣と､本人も理解している様子。不安なことや困ったことがあれば､連絡いただきたいことも伝えている。上記について､特定相談支援事業｢青明舎｣へも情報提供している。

・五日市　規　様～来所時より左眼全体に黒変色､口の端に痣が認められ､状況･状態を確認。｢先週､青山荘で殴られてさ…相手の名前は言えないんだけどね｣等と話している。視力に異常なく痛みもないとのことで､変化がある際は病院受診するよう助言している。また､青山荘職員へも確認したところ､1/23（金）青山荘他利用者が､予定とは違う時間にバイタルチェックしていた際に注意したところ､相手から殴られ､職員が間に入ったとのこと。同日､当院受診日であったことから､上記については主治医へ相談し､診察してもらっているとの情報がある。

・小向　武雄　様～昨日、プログラムで週に1回くらい吐気がすると話す。帰荘後に青風荘スタッフが確認すると「毎週月曜日17時に吐気がする」と話されている。吐気など不調があった際には、スタッフに伝えて欲しいこと説明している。自身から不調を訴えることが少ない為、定期的に声掛けをして、体調確認をしていく。

・鈴木　真知子様～昨日、帰荘後に洗濯物を自分で片付けることが出来ていたとの事。パットを使用せず、下着にトイレットペーパーを挟んでいる為、注意を受けている。本日は、パットを使用できているが、持ち歩いている巾着袋にパットの包み紙を入れたままにしていた為、捨てる場所を説明している。パットを使用せずにトイレットペーパーをはさむことが多い為、声掛けして、使用できているか確認していく。

・前野　義勝　様～本人より電話連絡あり。「これからナイトケアを週1回金曜日だけにします。肩が治った後もずっとです」「先生からは許可をもらっています」と話されている。理由を確認すると、うみねこ幸房の利用者とうまくいかず評価を下げられたため、落ち込んでいること、仕事で疲労があることを挙げている。週1回は必ずナイトケア通所し、仕事での振り返りを行うよう説明すると本人了承している。

＜外来情報＞
森田　清助　様～受診日ではないが、急遽外来を受診。鼻汁を訴えて、小青竜湯　3×7日分処方となっている。

＜事例検討会＞

カンファレンスシート（鈴木　惇浩様）

実施日：H26年1月29日（木）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：慶長　佐々木

検討内容　目標と計画の確認

	氏名
	鈴木　惇浩
	性別
	男
	年齢
	26
	生年月日
	S63年6月10日

	主病名
	広汎性発達障害

社交不安障害
	合併症
	

	治療方針（医師の指示）
	積極的にデイケアに参加していき、対人関係能力の向上、就労支援を行っていく。

	本人希望
	コミュニケーションや対人関係能力を鍛えたい。体力をつけていきたい。
後々は仕事をしていきたい。

	家族希望
	仕事を頑張ってほしい

	入院歴
	計0回

	通所歴
	1回目（当院デイケア）

· 今回：Ｈ26年12月11日～現在　　（週1回/木曜日）

	その他サービス利用
	

	住居：実家
	家族構成

父、母、と同居

	利用制度
	手帳　なし
	
	他　自立支援医療

	備考：事例検討に必要な情報を記載


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	デイケアに通いながら就労の準備を進めていく
	①デイケアに継続して通所し、体力をつけていく。


	①自分から積極的にプログラムに参加し、運動療法では体力の向上が図れるように身体を動かせるようになる。
	①自分からプログラムに参加し、活動的に過ごす。運動療法では大きく身体を動かし、体力の向上を目指す。スタッフからプログラム等の活動を促していき、体力の向上を図れるよう運動の提供を行っていく。



	
	➁コミュニケーション・対人関係能力を向上する。

	➁コミュニケーションの機会を作り、自分からコミュニケーションをとれるようになる。
	②声を掛けられた時には落ち着いて対応し、正しい対応が出来るようになる。スタッフは交流時の様子を確認し、不適切な点があった際にはその都度振り返りを行っていく。

	
	③就労に関連する能力を向上する。
	③就労支援に参加し、自身の能力を確認するとともに、苦手な能力を訓練していく。
	③要領の悪さ、物忘れについて意識し、プログラムを通じながら能力の改善を図っていく。スタッフは本人の能力を確認していきながら、適切なプログラムを提供していく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①自分から積極的にプログラムに参加し、運動療法では体力の向上が図れるように身体を動かせるようになる。
	・来所時に自分からプログラムに参加している。自分から発言する事はないが、スタッフから質問されると返答している。
・「坂を上ってくるだけで疲れるからもう少し体力をつけたい」と希望。運動療法にも参加しており、後々スタッフと運動していく事を伝えると、「やってみたいです」と話している。

・週1回の来所時以外は家で過ごしており、運動量が少ない様子。

・人が多いのが気になると話す為、利用者が少ない木曜日を利用日としている。開始時は隔週木曜日で、1月から毎週木曜日に変更しており、徐々にデイケアに慣れてきている様子が見られている。

（達成度50%）
	・現在、運動量が少ない為、来所するだけでも体力作りになると考えられる。徐々に来所日を増やし、身体を動かす機会を増やしていく。

	➁コミュニケーションの機会を作り、自分からコミュニケーションをとれるようになる。
	・他利用者から話し掛けられると対応しているが、自分から話す事は無く、人が少ない場所で1人でいる事が多い。人が多くいる場所は苦手と話していたが、だんだん慣れてきたと話している。

・話している時にのけぞるような態勢で話すことや、相手に威圧感を与えてしまう様子が見られている。

・自分からの話し掛けは難しい為、仕事等で必要な程度のコミュニケーション能力の習得を目標にする。

・他者交流への不安が身体症状に出ることもある。

（達成度50%）
	· 無意識の内に話している時にのけぞるような態勢で話すことや、相手に威圧感を与えてしまう様子が見られている為、相手に悪い印象を与えている時には振り返りを行っていく。

・現在、来所している曜日にはSSTがないが、今後、来所日を増やし、SSTで訓練をすることを検討する。

	③就労支援に参加し、自身の能力を確認するとともに、苦手な能力を訓練していく。
	・就労支援には自分から参加している。内容をメモすることはないが、スタッフから認知機能のトレーニングを提供すると、作業療法中に集中して取り組まれている。
・今後の仕事については、「まずは体力をつけていきながら、出来ることをやっていきたい」と話している。

・要領の悪さや、物忘れがあると話されるが、デイケア通所中にはそのような様子が見られていない。

・フォークリフトの資格等を所有しており、能力は低くないと考えられる。能力を確認し、能力次第で、就労支援施設A型、障害者雇用などを検討してもよいのではないか。

（達成度50%）
	・次のステップを明確にして、「いつから、通所日を週2回にしましょう」等、具体的に伝えて、デイケアの利用が長引かないようにする。

・要領の悪さや物忘れの程度がはっきりしない為、作業能力を評価し、把握していく。

・本人が希望する仕事内容を確認して目標を明確にする。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	デイケアに通いながら就労の準備を進めていく
	①デイケアに継続して通所し、体力をつけていく。
	①自分から積極的にプログラムに参加し、運動療法では体力の向上が図れるように身体を動かせるようになる。
	①自分からプログラムに参加し、活動的に過ごす。運動療法では大きく身体を動かし、体力の向上を目指す。スタッフからプログラム等の活動を促していき、体力の向上を図れるよう運動の提供を行っていく。

	
	➁自分からコミュニケーションをとれるようになる。
	➁コミュニケーションの機会を作り、相手に悪い印象を与えないように対応する。
	②声を掛けられた時には落ち着いて対応し、正しい対応が出来るようになる。スタッフは交流時の様子を確認し、相手に悪い印象を与えている際にはその都度振り返りを行っていく。

	
	③就労に関連する能力を向上する。
	③就労支援に参加し、自身の能力を確認するとともに、苦手な能力を訓練していく。
	③要領の悪さ、物忘れについて意識し、プログラムを通じながら能力の改善を図っていく。スタッフは本人の能力を確認していきながら、適切なプログラムを提供していく








